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事 業 計 画 
平成 18 年 4 月 1 日～19 年 3 月 31 日 

 
１．普及・指導事業 
   関係諸機関・団体と連携を図り、普及発展に務める。 
 1 所管機関等と普及・指導活動に務める。  
 2 加盟組織の強化 
 3 未加盟県に対し、加盟のための指導・育成を図る。 
 4 競技者登録を行い、登録者に対して情報提供を行う。 
 5 野外活動指導者研修会に協力する。 
 
２．競技会開催・公認事業 
   国内において次の大会を主催し、公認大会を公認する。 
 1 主催大会 
   都道府県・市町村行政と連携を図り、会員主管により以下の競技会を開催する。 
  a 第 15 回全日本リレー選手権大会 平成 18 年 11 月 5 日（日） 兵庫県 
  b 第 32 回東日本大会       平成 18 年 11 月 12 日（日） 茨城県 

2 公認大会 
a 東大大会         平成 18 年 6 月 4 日（日） 千葉県  
b パーク O ツアー北海道＃２ 平成 18 年 6 月 11 日（日） 北海道 

  c さくらんぼ大会      平成 18 年 6 月 17 日（土）～18 日（日） 山形県 
  d 中日東海ブロック大会   平成 18 年 10 月 15 日（日） 愛知県 
  e 筑波大大会        平成 18 年 10 月 29 日（日） 栃木県 
  f 富士スプリングカップ   平成 19 年 3 月 18 日（日） 静岡県 
   ほか 
 
３．海外競技会・会議への選手・役員等の派遣事業 
 1 ジュニア世界選手権（7 月 2 日～7 日）リトアニアへの選手・役員派遣を行う 

2 世界選手権（8 月 1 日～5 日）デンマークへの選手・役員派遣を行う 
3 トレイルＯ世界選手権（7 月 9 日～14 日）フィンランドへの選手・役員派遣を行う 
4 スキーO 世界選手権（19 年 2 月）ロシアへの選手・役員派遣を行う 
5 マスターズ世界選手権（7 月 4 日～7 日）オーストリアへの選手参加につき協力を行う 
6 MTBＯ世界選手権（7 月 9 日～14 日）フィンランドへの選手参加につき協力を行う 
7 世界オリエンテーリング連盟（ＩＯＦ）総会・理事会・委員会への役員派遣を行う 

 上記、或いはその他の国際大会へ、各会員の要望等により視察・参加につき協力を行う。 
 
４．指導者養成、資格認定・登録事業 
 1 オリエンテーリング・ディレクタ講習会（１、２級）を関係団体と協力して行う。 
 2 ディレクタおよびインストラクタに対して情報提供を行う。 
 3 協会並びに会員の養成したディレクタ、インストラクタの資格審査、認定・登録を行う。 

4 会員が養成するトレイルオリエンテーリング普及員を認定する。 
 
５．規則等制定事業 
  国内諸規則を整備する。 
 
６．国際オリエンテーリング連盟に加盟 
  わが国を代表し国際オリエンテーリング連盟に引き続き加盟する。 
 



７．パーマネントコース認定事業 
 1 地元行政・会員等が設置するコースの認定を行う。 
 2 認定パーマネントコースコントロールポスト等規格機材の販売を行う。 

3 行政機関、企業及び会員等により設置申請のあったコースについて判定・認定及びコース設

定、地図に関する指導を行う。 
 
８．距離認定表彰事業 
 1 オリエンテーリング 100 キロコンペ大会の認定を申請に基づき認定する。 
 2 オリエンテーリング 100 キロコンペ参加申請に対し走歩距離の認定を行い、一定距離ごと

に表彰を行う。 
 
９．広報出版事業 
  電子媒体により、会員ほか行政、企業、報道関係に対し、積極的に情報の提供を行う。 
 
10. 調査研究事業 
  国民体育大会の正式種目実施などを目標に調査研究をする。 
 
11．その他 
 1 日本体育協会に引き続き加盟する。 
 2 ＪＡＤＡ（日本アンチドーピング機構）に引き続き加盟する。 
 3 年度内に実施できない下記平成 18 年度主催大会の開催準備を行う。 
  a 第 3 回全日本トレイルＯ選手権大会 平成 19 年 5 月 長崎県 
  b 第 33 回全日本大会 平成 19 年 6 月 北海道 
 4 スキーＯ世界選手権 2009 の開催準備を行う。 
 5 オリエンテーリング国内導入 40 周年記念事業を行う。 
 
11．委員会活動 
 
 競技専門委員会  フットオリエンテーリング競技の適切な運営に関する事項（規程の改定、年齢別ランキ

ングの試行、公式記録年鑑の発行等）コントローラ研修会の実施 
    

 地図委員会    地図作成に関する事項（規程類の整備、CAD 講習会の開催等） 
    

 トレイルＯ委員会 トレイル O に関する事項（規程類の改訂、トレイルＯ普及員・コントローラ養成講習

会の開催） 
    

 ＡＤ委員会    アンチドーピングに関する事項（啓蒙活動、テクニカルオフィサーの養成） 
    

 強化委員会    選手強化に関する事項（WOC2006 およびJWOC2006 代表選手の選考・強化等） 
    

 広報委員会    広報に関する事項（Web の充実、メールマガジン継続発行、ディレクタニュース発行） 
    

 財務委員会    収支改善に関する事項（賛助会員（個人・企業）の再開拓等） 
    

 組織強化委員会  JOA 組織改革に関する事項（ブロック制の改善、クラブの組織化、登録制度の整備） 
    

 普及教育委員会  オリエンテーリングの普及教育に関する事項（ＰＣ活用、ナビゲーション・読図講習会

の実施、指導員講習会の実施） 
     

スキーＯ委員会  スキーＯに関する事項（スキーＯ講習会の実施、選手強化、規程類の整備） 
    

 

以上 


